
 

 

 

オーシャニアクルーズが新造客船アリューラ就航を前倒し 
 

新予定より 1週間早い 2025年 7月 18日トリエステ発アテネまでの就航クルーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京 2024年 6月 6日 -  美食と寄港地の魅力を追求し世界を牽引するオーシャニアクルーズの新造

船アリューラが予定より 1週間早く就航します。2025年夏シーズンクルーズに合わせ、7月 18日イタリ

アのトリエステ発、アテネに至る 6 泊の初就航クルーズに就きます。寄港地はクロアチアのリエカ、イタリ

アのラベンナ、クロアチアのドブロブニク、モンテネグロのコトルといった東地中海でも特に美しい港。

2025年 9月から実施の特別企画ニューヨーク発着 4泊の周遊クルーズも販売開始となります。 

  

当初予定されていた 2025年 7月 24日発の初就航クルーズをすでに予約済みの顧客は、一般販売の

開始前に新日程のクルーズに変更できます。 

  

夏シーズンを地中海で過ごすアリューラは、カナダとニューイングランドに本拠地を移して北米クルーズ

に就きます。また続く冬シーズンはマイアミを母港にカリブ海クルーズを催行。 オーシャニアでウルトラ

プレミアは休日を初体験するなら、2025年 9月 30日から 10月 4日までの 4泊で実施のニューヨーク

発着周遊クルーズ『Taste of Oceania Cruises』がお勧めです。 

  

オーシャニアクルーズ社長フランク･A･デル･リオ は「私共の大切なパートナー、フィンカンティエリ造船

所が建設を順調に進めてくれた結果、予定より 1 週間早くアリューラの運行を開始できることになりまし

た。また、ウルトラプレミアムの休暇に憧れつつもまだ体験されていないお客様には、ニューヨークの中

心地マンハッタンを出航するアリューラ体験クルーズを実施することも合わせてご案内します」と語ってい

ます。 

  

オーシャニアクルーズが新たに任命したエグゼクティブ カリナリーディレクターのアレクシ･クアレッティと

エリック･バラル両シェフのもと、才能あるチームが一丸となって、アリューラの全レストランのメニューが

一新されます。特にブランド初のクレープリーで提供するメニューの考案が進められています。 

https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=b4a27fa757&e=0dc54762d5


 

 

 

アレクシシェフは「オーシャニアクルーズは、食通による食通のためのクルーズ会社であり、食は私共が

もっとも注力している分野です。チームと私は目下ワッフルとクレープの数々を試作しては試食を繰り返

しています。来年にはアリューラで、お楽しみ頂けます。ワッフルもクレープも、ご注文の際に好みをお伺

いしてオーダーメイドでお作りします」と説明しています。 

  

また、「アリューラでは、楽しみにしていただける料理開発が進行中で、その中にはグランドダイニングル

ームの朝、昼、夜の食事のために開発中の 300 以上の新レシピが含まれます。今後数か月でさらに詳

細を公開していきますのでご期待ください」とも。 

  

アリューラはオーシャニアクルーズの 8隻目のクルーズ船で、乗客 1,200名を収容するアリューラクラス

船の 2 隻目となります。同クラス 1 隻目は 2023 年 5 月に就航し大きな評価を得た姉妹船ビスタです。

アリューラの主な特徴は以下の通りです: 

• 新船上クレープリー。注文を受けて作るクレープ、ワッフル、サンデーを午後にご提供。 

• ラグジュアリーな新ライブラリー。床から天井までのガラスの壁面や、ゆったりサイズの椅子や

格調高い家具で、オーシャニアクルーズ伝統のライブラリーを受け継ぎます。隣接する位置に船

のデジタル＆ソーシャルハブである LYNC デジタルセンターや不動の人気のホライズンズもご

利用頂けます。 

• 10名の乗客に対して 1名のシェフ。つまり乗員の 5割が食のサービスにかかわっています。 

• 5か所のスペシャリティダイニング。最新シグネチャーレストランのエンバーとアクアマールキッチ

ンが含まれます。いずれも追加料金はかかりません。 

• 乗客 1200名のサービスを 800名のクルーが担当。つまり 3名の乗客に対して 2名のクルーが

サービスをご提供。 

• 洋上でもっともゆとりあるスタンダードステートルームの広さは驚きの 27平方メートル。 

• 各クルーズで選択できる数百に及ぶ没入感満載の寄港地観光とツアー。 

• 船上の充実アクティビティはオーシャニアで人気のアーティストロフト、招待講師による講座、ワ

イン好きにはソムリエによるデモンストレーションやセラーマスターによるクラシックワインペアリ

ングのランチも。 

• 広々としたカリナリーセンターと併設のシェフズスタジオでは、同乗のシェフ講師から料理のコツ

などを学べます。 

オーシャニアクルーズの豪華小型船、絶品の料理、考え抜かれた旅行体験の詳細については

https://jp.oceaniacruises.comをご覧ください。 

https://flairjapan.us17.list-manage.com/track/click?u=2fe4dbeaea55d83cb89b9469c&id=5a8fb3b14c&e=0dc54762d5


 

 

シンプリーモアについて 

オーシャニアクルーズが提供するシンプリーモア特典には、無料空港送迎、どのツアーにも利用できる 1

室につき最大 1,400ドルの地上ツアークレジット、船上レストランでランチとディナーの際に使える無料飲

み物パッケージ(数十種類のビンテージシャンパン、特選ワイン、各国のビールなど)、といった快適なク

ルーズに求められるほぼすべてのサービスがクルーズ料金に含まれます。乗客体験をさらにハイレベル

にするシンプリーモアでは、ラグジュアリークルーズの最大限の価値を実感できます。 

 

オーシャニアクルーズについて 

オーシャニアクルーズは洋上最高の料理と寄港地の魅力を追求する世界屈指のクルーズラインです。

最大乗客定員 1,250名、全 8隻のラグジュアリーな小型客船が洋上最高の料理と地球規模の豊富な寄

港地体験を提供しています。優れたデザイン性とくつろぎに満ちた客船による考え抜かれた旅行体験で、

7大陸 100か国以上の 600を超える主要港から小さな港までを 7泊から 200泊余りをかけて巡ります。

2027 年と 2029 年[1]の引き渡し予定で 2 隻の船を発注済み。オーシャニアクルーズはノルウェージャン

クルーズライン･ホールディングス(NYSE: NCLH)の完全子会社です。詳細は www.nclhltd.com 

[1] オーシャニアクルーズ 2 隻目の引渡しは、契約上は 2028 年第 4 四半期に予定されていますが、

2029年に延期される可能性もあります。 
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